
学
校
プ
ー
ル
の
開
放

▽
期
間

７
月
７
日
〜
８
月
２５
日

の
日
曜
日
。
実
施
日
は
各
校
で
異

な
り
ま
す
。
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
。

▽
開
放
校

小
学
校
…
桑
園
・
円

山
・
大
通
・
中
央
・
幌
西
・
伏
見

・
二
条
・
三
角
山
・
日
新
・
山
鼻

・
盤
渓
・
宮
の
森
・
山
鼻
南
・
緑

丘
・
大
倉
山
（
１５
校
）、
中
学
校

…
柏
（
１
校
）。

▽
対
象

小
学
生
と
付
き
添
い
の

い
る
幼
児
（
泳
げ
な
い
小
学
生
の

保
護
者
の
付
き
添
い
可
）。

※
水
温
、
工
事
な
ど
に
よ
り
開
放

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細

札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
団

�（
５３０
）５
９
０
５

中
央
区
身
体
障
害
者
相
談
員

中
央
区
で
は
、
身
体
障
害
者
相

談
員
８
人
が
各
地
区
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
肢
体
）

い
う
ち
さ
だ
お

井
内
貞
夫
さ
ん
（
南
１９
西
７
）

�（
５１１
）４
４
６
５

う
え
だ

た
す
く

上
田

佐
さ
ん
（
大
通
西
２４
）

�（
６２１
）５
９
２
５

お

だ
あ
け
は
る

織
田
明
春
さ
ん
（
南
１７
西
１８
）

�（
５６３
）６
４
８
９

（
視
覚
）

さ
が
わ
と
し
き

佐
川
俊
樹
さ
ん
（
南
２１
西
１２
）

�（
５６１
）０
５
５
７

そ
え
だ
こ
う
き

添
田
晃
貴
さ
ん
（
北
４
西
２６
）

�（
６４２
）７
９
５
７

（
聴
覚
）

し
ば
の

柴
野
ヨ
ネ
さ
ん（
円
山
西
町
３
）

�（
６４２
）７
３
８
５

た
か
は
し
さ
ち
こ

高
橋
幸
子
さ
ん
（
南
１１
西
１７
）

�（
５６１
）５
３
１
４

（
音
声
言
語
）

し
ま

く
ま
お

島

熊
雄
さ
ん
（
南
２０
西
７
）

�（
５１１
）９
７
９
０

詳
細

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
保

健
福
祉
一
係

�（
２３１
）２
４
０
０
（
内
線
３５２
）

昔
か
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
と

と
も
に
あ
り
、
今
も
親
し
ま
れ

て
い
る
札
幌
ま
つ
り
の
足
跡
を

た
ど
り
ま
す
。

札
幌
神
社
（
北
海
道
神
宮
）
の

例
祭
が
六
月
十
五
日
に
決
ま
っ
た

の
が
明
治
五
年
で
す
。
し
か
し
、へい

そ
の
年
の
札
幌
ま
つ
り
は
、
幣

は
く帛
（
神
に
奉
献
す
る
も
の
の
総

称
）
の
到
着
が
遅
れ
た
た
め
、
七

い
わ
む
ら

月
七
日
、
岩
村
判
官
参
列
の
下

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

札
幌
ま
つ
り
の
始
ま
り
で
す
。

十
年
に
は
、
札
幌
の
人
々
か
ら

し
ん
こ
う

神
幸
を
願
う
声
が
起
き
、
翌
年
に

み
こ
し

神
輿
が
巡
行
し
た
の
が
、
札
幌
ま

と
ぎ
ょ

つ
り
渡
御
の
始
ま
り
で
す
。
最
初

の
神
輿
は
、
札
幌
の
宮
大
工
二
人

で
作
り
上
げ
た
白
木
の
立
派
な
も

の
で
、
こ
れ
を
魚
商
と
消
防
組
が

担
ぎ
ま
し
た
。

げ
い
ぎ

こ
の
時
、
渡
御
に
薄
野
の
芸
妓

や
鳴
り
物
の
社
中
を
、
二
台
の
踊

り
舞
台
に
乗
せ
て
繰
り
出
し
た
の

だ

し

が
、
山
車
の
始
ま
り
で
す
。
二
十

年
の
渡
御
に
は
、

牛
数
頭
に
引
か
れ

し
ょ
う
じ
ょ
う

た
「
猩
々
が
瓶

よ
り
酒
を
酌
む

像
」
を
飾
り
つ
け

た
三
丈
（
五
・
四

㍍
）
余
り
の
大
き

さ
の
山
車
が
練
り

歩
き
ま
し
た
。

祭
り
と
い
え
ば
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
人
気
が
あ
っ
た
の
が
、き

見
せ
物
小
屋
。
二
十
五
年
に
、
木

ぐ
れ暮
サ
ー
カ
ス
が
ト
ラ
を
見
せ
た

の
が
最
初
で
す
。

三
十
二
年
に
、
見
せ
物
小
屋
は
、

創
成
川
西
側
の
南
一
条
西
一
丁
目

か
ら
三
条
橋
ま
で
出
す
こ
と
が
許

さ
れ
、
創
成
川
河
畔
に
並
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
見
せ
物
小
屋
も
、

昭
和
三
十
四
年
に
起
き
た
火
事
を

機
に
、
中
島
公
園
へ
と
場
所
を
移

し
ま
す
。

こ
の
火
事
は
、
定
員
を
超
え
た

サ
ー
カ
ス
小
屋
か
ら
突
然
火
が
吹

き
、
逃
げ
惑
う
人
と
や
じ
馬
で
、

五
十
人
以
上
の
重
軽
傷
者
を
出
す

惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
と
き
、
出
番
の
た
め

鎖
を
は
ず
さ
れ
て
い
た
ゾ
ウ
が
、

創
成
川
を
渡
っ
て
人
家
に
飛
び
込

む
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

四
十
五
年
に
は
、
地
下
鉄
工
事

の
た
め
、
見
せ
物
小
屋
は
坂
下
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
店
開
き
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
見
せ
物
小
屋
も

近
代
化
の
波
に
押
さ
れ
、
最
近
は

サ
ー
カ
ス
も
な
く
、「
お
化
け
屋

敷
」
の
小
屋
が
面
影
を
残
し
て
い

る
程
度
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
様
相
を
変
え
た

札
幌
ま
つ
り
で
す
が
、
現
在
で
も

中
島
公
園
で
は
、
露
店
が
所
狭
し

と
立
ち
並
び
、
た
く
さ
ん
の
市
民

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
世
紀
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
だ

札
幌
ま
つ
り
。
こ
れ
か
ら
も
初
夏

の
風
物
詩
と
し
て
、
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

傷 者 数

７４０
（－１６８）
４，３０１
（－４３２）

死 者 数

４
（±０）
１７

（＋５）

発 生 件 数

５８３
（－１３０）
３，４６６
（－３９５）

中央区

札幌市

自
転
車
は
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
と
同
じ
「
車
両
」
の
仲
間
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

情 報
オアシス

東宝公楽前を行く山車（昭和３９年）。札幌神社
として最後のまつり。この年の９月に北海道
神宮と改称（市教育委員会文化資料室所蔵）

歴
史
の
散
歩
道

中央区

第８３回

６月１１日からの内容です

夏
の
到
来
を
告
げ
る
風
物
詩

札
幌
ま
つ
り

行楽期は交通事故が多発します。安全運転を心掛けましょう。

※平成１４年４月３０日現在。（ ）は前年度比。

交通事故発生件数

南一条通の札幌まつりの様子
（明治４０年）（市教育委員会文化
資料室所蔵）
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